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月の休館日： 月 日 月

入浴営業時間 ～１２月末日

早朝６時から営業いたします

広
　
告

第１１６話　岡村の医師（１）

　
長
崎
界か
い
隈わ
い
で
最
も
豊
か
な
村
で

あ
っ
た
岡
村
は
、
大お
お
高た
か
持も

ち
も
多

く
、
医
師
の
存
在
は
容
易
に
想
像

で
き
る
の
で
す
が
、
意
外
に
も
こ

の
大
高
持
ち
と
は
直
接
血
縁
を
持

た
な
い
医
師
が
多
い
の
も
不
思
議

な
こ
と
で
す
。

　
文
化
１２
年
（
１
８
１
５
）
岡
村

の
柏
倉
新
太
郎
家
の
次
男
庄
蔵

（
後
の
忠
粛
）
が
２５
歳
の
と
き
、

米
沢
藩
医
堀
内
忠
亮
素
堂
（
１
８

０
１
～
１
８
５
４
）
の
門
に
入

り
、
１０
年
の
修
業
の
後
、
更
に
５

年
、
江
戸
に
出
て
医
学
を
学
ん
で

い
ま
す
。
堀
内
家
の
門
生
譜
（
生

徒
名
簿
）
に
は
、「
最
上
生
柏
倉

庄
蔵
」
と
載
っ
て
い
ま
す
。

　
安
政
３
年（
１
８
５
６
）
に
は
、

４１
歳
と
い
う
年
齢
で
「
樺
太
探
検

隊
」
松
浦
武
四
郎
ら
の
診
療
に
従

事
し
、
蔓
延
元
年
（
１
８
６
０
）

に
は
、
函
館
で
外
国
人
医
師
を
含

め
た
病
院
建
設
を
建
議
し
、
明
治

２
年
に
は
函
館
五
稜
郭
の
攻
防
戦

（
箱
館
戦
争
）
で
、
官
軍
の
医
師

と
し
て
傷
病
兵
の
治
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
浦
河
開
拓
病
院
、
幌

原
病
院
勤
務
を
経
て
、
札
幌
で
は

じ
め
て
の
個
人
医
院
を
開
設
し
、

妻
と
娘
と
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
１２
年
８
月
に
札
幌

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
嘉
永
５
年（
１
８
５
２
）の「
岡

村
人
別
宗
旨
改
帳
」
に
は
家
族
の

記
録
は
な
く
本
人
一
人
の
名
の
み

記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
の
医
学
修

業
時
代
に
も
岡
村
に
在
籍
し
て
い

る
の
は
、
い
つ
の
日
か
帰
村
の
意

志
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
何
故
か
北
海
道
の
医
業
に
係

わ
り
数
奇
な
人
生
を
歩
ん
だ
興
味

深
い
人
物
で
す
。

【
用
語
の
説
明
】

大お
お
高た
か
持も

ち
…
江
戸
時
代
に
高
請
地

を
所
持
し
、
検
地
帳
に
登
録
さ
れ

た
農
民
の
こ
と
で
、
本
百
姓
と
も

い
う
。

箱
館
戦
争
…
戊
辰
戦
争
の
局
面
の

ひ
と
つ
で
、
新
政
府
軍
と
旧
幕
府

軍
と
の
最
後
の
戦
闘
で
あ
る
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

月
つきやま お う ゆ う か い

山櫻遊会（土橋地区）
　土橋地区は、町西部に位置する、
人口531人（143世帯）の地域です。
（平成２８年１０月末現在）

愛媛県大洲市「いもたき」 島根県津和野町「芋煮」

日 本 三 大 芋 煮

山形県中山町「芋棒煮」
　大洲市に伝わる郷土料理。
鶏肉、里芋などが入った甘め
のしょうゆ味。

　津和野町に江戸時代から伝わる
郷土料理。具は里芋のみで、鯛の
だしを生かした薄めのしょうゆ味。

　江戸時代、最上川舟運の船頭が
食べていた棒ダラ入りの芋煮を現
代風にアレンジしたもの。

土橋地区

高橋秀也会長

大勢の人で賑わった「日本三大芋煮会in津和野」

月山櫻遊会の皆さん

　
月
山
櫻
遊
会（
高
橋
秀
也
会
長
）は
、

豊
田
小
学
校
校
舎
の
西
側
に
あ
る
月
山

の
桜
並
木
の
維
持
管
理
を
し
、
土
橋
地

区
の
美
し
い
景
観
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
現
在
会
員
数

３２
名
の
団
体
で
す
。

　
月
山
の
桜
は
、
平
成
１２
年
に
国
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
約
１０
年
間
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
２２
年
３
月
を
も
っ
て
終
了
。

　
そ
の
後
は
、
関
係
者
の
「
補
助
制
度

が
終
わ
っ
た
か
ら
桜
の
管
理
も
打
ち
切

る
と
い
う
の
は
し
の
び
な
い
」
と
い
う

思
い
や
、「
桜
並
木
を
残
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
地
区
住
民
の
声
も
あ
り
、
土
橋

地
区
の
有
志
で
平
成
２２
年
４
月
、「
月

山
櫻
遊
会
」
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
、
樹
木
を
病

気
か
ら
守
る
た
め
の
消
毒
を
年
２
回
、

春
の
花
見
、
秋
の
紅
葉
に
合
わ
せ
て
草

刈
り
を
年
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月

２９
日
の
早
朝
に
も
、
雨
の
降
り
し
き
る

中
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。

　
高
橋
会
長
は
、「
花
見
や
紅
葉
の
時

期
に
な
る
と
、地
区
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
桜
並
木
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
喜
ぶ
姿
を
見
る
の
が
何
よ
り
嬉
し

く
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

地
区
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
こ
の
桜

並
木
を
今
後
も
維
持
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
１０
月
１６
日
、「
日
本
三
大
芋
煮
会
in

津つ

和わ

野の

」
が
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
森
谷

副
町
長
の
ほ
か
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
中
山
町
か
ら
材

料
を
持
参
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
山
町
と
同
様

に
芋
煮
文
化
を
誇
る
島
根
県
津つ

和わ

野の

町

の
「
芋
煮
」、
愛
媛
県
大お
お

洲ず

市
の
「
い

も
た
き
」、
そ
し
て
当
町
の
「
芋
棒
煮
・

芋
煮
」
を
『
日
本
三
大
芋
煮
』
と
し
、

３
市
町
の
食
文
化
の
交
流
と
振
興
を
図

ろ
う
と
、
３
地
域
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
平
成
２６
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。

　
今
年
は
島
根
県
津
和
野
町
で
芋
棒
煮

３
０
０
食
の
ほ
か
、
芋
煮
９
０
０
食
を

振
舞
い
、
来
場
者
に
中
山
町
の
味
を
美

味
し
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
好

評
で
、
中
山
町
の
テ
ン
ト
前
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

日本三大芋煮会に参加しました

17 28.11.15 28.11.15 16


